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１ 活動のテーマ 

 ＜テーマ＞ 

水・色・光 

 

 

 

２＜テーマの設定理由＞ 

窓辺から差し込む光 影 水のゆらぎ 、テラスでの水遊びに興味をもって関わろうとする姿か

ら設定した。 

園庭やテラス遊び、屋上、保育室など、日常生活の中でも、水や光に触れる機会が多く、 

子どもたちそれぞれの興味関心がどのように広がっていくかを深めて探究していくために 

テーマを設定した。 

 

 

 

３ 環境の設定   

＜活動のために準備した素材や道具＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 田中ナースリー大和保育園 

クラス ５歳児 

日付 ２０２５・８/２０２５・１２ 

タライ 色水（食紅） 容器 



 

４ 探索活動の実践内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 振り返り 

 

水遊びの中で、いつもと違った色水を準備。 

子どもたちの遊びがどのように広がっていくか見守る。 

 

子どもたち：「きれい！」「つかっていい？」 

      「メロンジュースだ」「こっちはいちごだよ！」 

 

好きな器をもってきて、色を混ぜ始める。 

だんだん色が濁っていくと、もういらなくなるのか、 

地面に流して、新たにきれいな色水を入れていた。 

 

何色と何色を混ぜれば、きれいな自分の好きな色ができるか 

失敗しながら少しずつ試している。 

 

 

 

 

 

 

 

冬になると、寒さで園庭には霜柱や 

器に溜まった水が氷る。 

園庭で氷作りが始まった。 

 

子ども：「お盆の上においた葉っぱが氷の中に入ってる」 

  「こおりちょーだい」「つめたーい」 

  「ガラスみたい！」 

 

 

水の変化では、夏では水の心地よさから色水遊びへ探究が進んだ。また、冬では水が冷えて氷になると

いう水の変化の不思議さに触れ、友だちとイメージを言葉で共有したり、遊びを楽しむ姿が見られた。 

水の変化に着目するなら、さらに水蒸気（窓につく水滴 くもりガラス）にも探究が進められたら良か

った。温度や湿度、季節や気候のちがいも今後は進めて行けたらと思う。 

 

 

 


